


福岡県

熊本県

別大拡幅

佐賀県

長崎県

R10

宮崎県

大分県

工 事 概 要工 事 概 要

工事区間
L=675m

施工延長 L=675m
ＴＳ出来形管理実施工種
路床盛土 (購入土；CBR20%以上)V=3,100m3

下層路盤 (RC‐40；t=15cm) A=2,910㎡
上層路盤 (M‐30；t=10cm) A=2,910㎡
上層路盤 (再生瀝青安定処理；t=8cm)   A=2,910㎡

完成形 計画高完成形 計画高

ＴＳ出来形管理実施工種

道路セ ンター
暫 定センタ ー

・・・下り線（現道部）

・・・上り線（現道部）

大 分 市 街 地

別
府市街

地

　中間層（再生粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物）　　ｔ＝　5cm

　基　層（再生粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物）　　ｔ＝　5cm

　表　層（ﾎﾟｰﾗｽｱｽﾌｧﾙﾄ混合物）　　　　ｔ＝　5cm

　上層路盤①（瀝青安定処理）　　　　　ｔ＝　8cm

　上層路盤②（粒調砕石M-30）　　　　　ｔ＝10cm

　下層路盤（再生クラッシャーランRC-40）ｔ＝15cm

本線舗装：排水性舗装（完成形）

Ｄ交通　ＣＢＲ２０％

③次施 工中心線
（上り線 ）

改築・上 り線

（暫 定車線・ 幅員構成）

改築・下 り線
（暫定車 線・幅員構 成）
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管理用歩道：一般舗装
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管 渠 型 側 溝
４ ０ ０ 型

路 床 土 　 Ｃ Ｂ Ｒ ≧ ２ ０ 　ｔ ＝ １ ０ ０ ｃ ｍ

表 　 層 （ 再 生 密 粒 度 ｱ ｽﾌ ｧ ﾙ ﾄ 混 合 物 ） 　 ｔ＝ 　 4c m

路 盤 工 （ 再 生 ク ラ ッ シャ ー ラ ン R C -4 0 ） ｔ ＝ 1 0c m

大分10号別大拡幅高崎山地区第１工区（上り線）舗装工事　L=675.5m

・・・3次施工区間（路盤工ＴＳ出来形管理実施区間）
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・特記仕様書に【路盤における品質管理】として、ＴＳ出来形管理を実施するよう定められていた為

・自分が実施したことの無い管理であったため、活用にあたってまず何を行わなければならないかが、
分からない状態で非常に不安がありました。又、 道路土工のＴＳ出来形管理要領案は既にあったが、

路盤工〔舗装工〕におけるＴＳ出来形管理要領案は受注時点では確認できず、施工計画書の施工方法、
出来形管理項目は空白で提出しました。
現場で最初に行わなければならない基本設計データ作成も、ソフトにどうやって入力するか分からず、
何度か投げ出しそうになりました。

・発注者や会社から提供される情報や資料、ソフト会社の丁寧な説明、協力的な下請測量業者に囲まれ、
少しづつＴＳ出来形管理を理解してくると、不安な気持ちは無くなり早く現場で試したい気持ちに変
わりました。新しい技術や試行工事を行う上で、周囲の協力が無ければどうにもなりませんが、
今回は周囲の環境に恵まれて、何とかＴＳ出来形管理を実施できたことは非常に喜ばしいことだと思い
ました。

ＴＳ出来形管理を採用した理由ＴＳ出来形管理を採用した理由ＴＳ出来形管理を採用した理由

活用にあたっての不安活用にあたっての不安活用にあたっての不安

不安への解決策不安への解決策不安への解決策



従来管理方法との違い従来管理方法との違い

①・TS測量(ポイント出し)

②・基準高測量 ③・巻尺による測定
幅・法長

設計データーが入力されたデ
ーターコレクターを使用する
ことで、リアルタイムな施工
管理がＴＳで実施できます。

X,Y,H座標

従来は、各層完了後にＴＳ（トータルステーション）
で各断面のポイントを設置してから、基準高、幅の管
理をそれぞれに行ってきました。

工事着手時に基本設計データ要素(線形・縦断・勾配・
幅)により3次元設計データを作成し、データーコレク
ターに入力することで、現場管理(管理位置出し、基準

高、幅）がＴＳだけで実施でき又、現場測量時のデー
タから簡単に帳票作成ができ効率的です。

従来の現場管理方法 ＴＳを用いた現場管理方法

ＴＳ・巻尺・レベル管理ＴＳ・巻尺・レベル管理 ＴＳ出来形管理ＴＳ出来形管理



ＴＳ出来形管理と従来管理の比較ＴＳ出来形管理と従来管理の比較

準備工

着工前測量

現場作業

管理・立会

・設計照査

・路肩表作成

・丁張り設置

・任意点設置

・測点位置出

・基準高管理

・幅管理

・帳票作成

・設計照査

ＴＳ・巻尺・
レベル管理

基本設計データ作成基本設計データ作成

データコレクター購入データコレクター購入

設計データ・帳票作成
ソフト購入

設計データ・帳票作成
ソフト購入

データコレクタによる測量データコレクタによる測量

データコレクタによる測量データコレクタによる測量

帳票ソフト自動作成に
よる測量

帳票ソフト自動作成に
よる測量

ＴＳ出来形管理ＴＳ出来形管理 比較結果比較結果

設計データ・帳票作成ソフト、データコレクター購入費用が発
生します。初期準備費用としては非常に高いと思われます。

設計データ・帳票作成ソフト、データコレクター購入費用が発
生します。初期準備費用としては非常に高いと思われます。

設計データの作成は、初めてであれば単独での作成は困難と思
われます。ソフトメーカーがどこまで協力してくれるかで、設
計データ作成労力がかなり変わってきます。
今回は、当社で説明資料を確認しながら作成したが、約1ヶ月

半ぐらい作成期間がかかりました。
（途中メーカーによる指導5回）

設計データの作成は、初めてであれば単独での作成は困難と思
われます。ソフトメーカーがどこまで協力してくれるかで、設
計データ作成労力がかなり変わってきます。
今回は、当社で説明資料を確認しながら作成したが、約1ヶ月

半ぐらい作成期間がかかりました。
（途中メーカーによる指導5回）

設計データが確実に出来上がっていれば、現場丁張りを設置す
る前の計算が不要となり作業効率は非常に良くなります。又、
現場でもＴＳだけで丁張設置ができるので便利です。丁張設置
時の計算間違い等が減少すると思われます。

設計データが確実に出来上がっていれば、現場丁張りを設置す
る前の計算が不要となり作業効率は非常に良くなります。又、
現場でもＴＳだけで丁張設置ができるので便利です。丁張設置
時の計算間違い等が減少すると思われます。

前もって計算等が不要となり作業効率は良くなると思われます。
又、1度の測量でデータコレクター画面で幅、高さの実測が確

認できるとともに、設計値に対しての差も表示されるため、レ
ベルスタッフ読間違い、書間違い等による再測量が無くなり効
率が良くなります。

前もって計算等が不要となり作業効率は良くなると思われます。
又、1度の測量でデータコレクター画面で幅、高さの実測が確

認できるとともに、設計値に対しての差も表示されるため、レ
ベルスタッフ読間違い、書間違い等による再測量が無くなり効
率が良くなります。

xmlデータを帳票ソフトに取込だけで帳票が自動で出来上がり

非常に作業効率が良いです。

xmlデータを帳票ソフトに取込だけで帳票が自動で出来上がり

非常に作業効率が良いです。



ＴＳ出来形管理の効果ＴＳ出来形管理の効果

3次元設計データを用いて着工時の視覚的確認・共有（3Dビュー）が可能になります。

現場施工を2次元＋高さ管理（3次元施工）をトータルステーションで管理できます。

現場での出来形管理計測時間の短縮が図れます。

測量データをデータコレクターに記録することで、野帳への記載ミスが無くなります。

測量・出来形結果(計画との離れ量、基準高の差、幅の差)が、常にその場でチェックできるため、

人為的な測量ミスが減少します。

実測値データを帳票ソフトに出力すれば簡単に出来形管理帳票が作成でき、書類作成時間の大幅な

短縮が可能となります。

データコレクターは出来形管理以外に、現場の丁張設置、測点測設、控え位置の測量等に使用でき

るため、丁張り設置前の現況測量・計算が必要がなくなります。

工事着工前から完成検査まで3次元設計データを常に持ち歩き、リアルタイムな施工管理

（作業・確認等）が行えます。

3次元設計データを用いて着工時の視覚的確認・共有（3Dビュー）が可能になります。

現場施工を2次元＋高さ管理（3次元施工）をトータルステーションで管理できます。

現場での出来形管理計測時間の短縮が図れます。

測量データをデータコレクターに記録することで、野帳への記載ミスが無くなります。

測量・出来形結果(計画との離れ量、基準高の差、幅の差)が、常にその場でチェックできるため、

人為的な測量ミスが減少します。

実測値データを帳票ソフトに出力すれば簡単に出来形管理帳票が作成でき、書類作成時間の大幅な

短縮が可能となります。

データコレクターは出来形管理以外に、現場の丁張設置、測点測設、控え位置の測量等に使用でき

るため、丁張り設置前の現況測量・計算が必要がなくなります。

工事着工前から完成検査まで3次元設計データを常に持ち歩き、リアルタイムな施工管理

（作業・確認等）が行えます。



ＴＳ出来形管理の作業フローＴＳ出来形管理の作業フロー

作業作業フロー図フロー図

例）例）TSTS管理実施時の画面管理実施時の画面 例）ﾎﾟｲﾝﾄ測設時の画面例）ﾎﾟｲﾝﾄ測設時の画面

Ⅰ・設計データー作成
A・平面線形
B・縦断線形
C・勾配線形
D・横断丁張(幅)

Ⅰ・設計データー作成
A・平面線形
B・縦断線形
C・勾配線形
D・横断丁張(幅)

Ⅱ・施工管理（測設・丁張等）Ⅱ・施工管理（測設・丁張等）

Ⅲ・ＴＳ出来形管理Ⅲ・ＴＳ出来形管理

Ⅳ・出来形管理帳票作成Ⅳ・出来形管理帳票作成

データコレクターデータコレクターデータコレクター



ⅠⅠ・・設計データ作成（設計データ作成（11））

出来形帳票作成用 設計データ作成用

ＴＳ出来形管理を実施する上でまず最初に行う作業が、設計データ作成であり非常に重要な作業です。
ここからは設計データ作成から現場管理、帳票作成までの流れを示します。

ＴＳ出来形管理を実施する上でまず最初に行う作業が、設計データ作成であり非常に重要な作業です。
ここからは設計データ作成から現場管理、帳票作成までの流れを示します。

今回使用ソフト；㈱建設システム社製 デキスパート 現場大将及び出来形管理今回使用ソフト；㈱建設システム社製 デキスパート 現場大将及び出来形管理



ⅠⅠ・・設計データ作成（設計データ作成（22））
現場作業前に、設計データの作成を行う。設計データとは、下記画面の【平面線形】・【縦断線形】・【勾配線形】・

【横断丁張】の内容について、発注者からの 設計図書を基に作成します。

A・【平面線形】 B・【縦断線形】

C・【勾配線形】

D・【横断丁張】

E・【3Ｄビュー】
【平面線形】には、工事区間内の直線部、曲線部の
要素を入力します。

【縦断線形】には、工事区間内の縦断勾配の変化
点及びＶＣＬの要素を入力します。

【勾配線形】には、
工事区間内の横断勾
配の変化点の要素を
入力します。

【横断丁張】には
、工事区間内の横
断幅員の要素を入
力します。

【３Ｄﾋﾞｭｰ】とは、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの各要素を
３Ｄ化し現場状況が確認できます。



ⅠⅠ・・設計データ作成（設計データ作成（33））

A・【平面線形】は、設計図書及び発注者より示された工事基準点の要素（曲線要素、座標等）を入力します。



ⅠⅠ・・設計データ作成（設計データ作成（44））
B・【縦断線形】は、設計図書の縦断図より測点、追加距離、縦断変化点、ＶＣＬを入力します。

縦断要素は、手動入力による作成でも良いが、デキスパートソフトＡ網図を使用すること
で、下記縦断図の文字をクリックするだけで表に自動で数字が変換されるので、手動入力
による打ち間違い等が減少します。

縦断要素は、手動入力による作成でも良いが、デキスパートソフトＡ網図を使用すること
で、下記縦断図の文字をクリックするだけで表に自動で数字が変換されるので、手動入力
による打ち間違い等が減少します。



ⅠⅠ・・設計データ作成（設計データ作成（55））
Ｃ・【勾配線形】は、設計図書の縦断図より追加距離、勾配変化点を入力します。

クリック！

クリックした文字が表示されます。

勾配線形は、横断勾配の変化点を入力しますが、縦断線形と同じ方法で縦断図に
図示された文字をクリックするだけで、表に自動表示されます。手動入力による
間違いが減少し精度の高い設計データが作成出来ます。

勾配線形は、横断勾配の変化点を入力しますが、縦断線形と同じ方法で縦断図に
図示された文字をクリックするだけで、表に自動表示されます。手動入力による
間違いが減少し精度の高い設計データが作成出来ます。



ⅠⅠ・・設計データ作成（設計データ作成（66））
Ｄ・【横断丁張】は、設計図面の横断図により幅を入力します。

クリック！

クリックした文字が表示されます。

管理設定では基準高、幅
管理位置を設定します。
マウスを管理点に重ねる
と設計値が表示され確認
できます。

横断丁張りは、左右の幅員を入力しますが、縦断線形と同じ方法で横断図に図示
された文字をクリックするだけで、表に自動表示されます。画面が連動している
ので、目視で確認でき入力ミスが減少します。

横断丁張りは、左右の幅員を入力しますが、縦断線形と同じ方法で横断図に図示
された文字をクリックするだけで、表に自動表示されます。画面が連動している
ので、目視で確認でき入力ミスが減少します。



ⅠⅠ・・設計データ作成（設計データ作成（77））
Ｅ・【３Ｄビュー】は、各要素が正しく入力されたか一目で確認できます。

路盤施工
箇所

今回の設計データ作成箇所は、舗装工の路盤で必要最小限の道路要素
しか入力していないので右記図レベルの３Ｄ図ですが、道路要素全て
(路側帯・法面等)を入力できれば、下記の図のような３Ｄ図面を自動作
成でき道路完成の形が確認できるので非常に便利です。

今回の設計データ作成箇所は、舗装工の路盤で必要最小限の道路要素
しか入力していないので右記図レベルの３Ｄ図ですが、道路要素全て
(路側帯・法面等)を入力できれば、下記の図のような３Ｄ図面を自動作
成でき道路完成の形が確認できるので非常に便利です。

３Ｄビューでは道路線形、幅等を視覚確認できる為、設計データ入力ミス
による間違いに気づきやすく非常に便利です。

３Ｄビューでは道路線形、幅等を視覚確認できる為、設計データ入力ミス
による間違いに気づきやすく非常に便利です。

暫定センター位置暫定センター位置

測点無表示測点無表示 測点有表示測点有表示



ⅡⅡ・ＴＳ出来形管理・ＴＳ出来形管理（（11））
設計データの作成が完了したらデータコレクターに出力を行い現場測量の準備を行います。

出力前に管理断面設定を
クリックすると下記図が
表示されます。
表示される図は、TS出来

形管理を実施する点同士
が線で繋がれている為、
間違っていれば直ぐに分
かるので便利です。

Xmlデータ出力Xmlデータ出力



ⅡⅡ・・ＴＳ出来形管理（ＴＳ出来形管理（22））

①・トータルステーション据付後、バックサイトを視準し既知点設置完了。

②・高さの水準点をベンチマーク観測し器械点設置（X・Y・H座標）完了。

③・ＴＳ出来形管理を実施する測点のデータを呼び出し、視準する断面の設定を行います。

④・ターゲットを視準し、下記右写真の【測距】をクリックします。

⑤・測距完了後、標高差；ＣＬ離れ差；断面離れが表示されたら記録保存します。

通常のトランシットを使用した測量と変わらないので、現場管理は簡単でした。通常のトランシットを使用した測量と変わらないので、現場管理は簡単でした。
設計値に対しての測量結果設計値に対しての測量結果

測定横断位置測定横断位置

現場でのＴＳ出来形管理現場でのＴＳ出来形管理



ⅡⅡ・・ＴＳ出来形管理（ＴＳ出来形管理（33））

NO,78

NO,77+10

NO,78+10

・現場で少し高さがおかしいと感じたときや、路肩構造物が設置されていなくて幅が分からない場合は、設計
データを作成していれば、トータルステーションで視準するだけで幅位置、高さが表示されます。

・構造物設置時の丁張り設置時に、簡単に使用できます。
（視準した点の測点、プラス、幅位置、高さがデータコレクターに表示されます。）

NO,77+15
幅位置
高さ

が画面に表
示されます

ＴＳ出来形管理以外に現場で使用した方法ＴＳ出来形管理以外に現場で使用した方法



ⅢⅢ・・出来形管理帳票作成出来形管理帳票作成
ＸＭＬデータを帳票ソフト(今回は出来形管理ソフト)に取り込めば自動

的に帳票が作成されるので書類作成時間の短縮となります。

ＸＭＬデータを帳票ソフト(今回は出来形管理ソフト)に取り込めば自動

的に帳票が作成されるので書類作成時間の短縮となります。

Xmlデータ出力Xmlデータ出力

帳票自動作成帳票自動作成



ＴＳ出来形管理実施時に困った点や苦労した点ＴＳ出来形管理実施時に困った点や苦労した点ＴＳ出来形管理実施時に困った点や苦労した点

・今回の現場は、下記横断図の通り道路センタｰ、暫定センター 、FH計画高の位置が同点でなく
基本設計データ作成は非常に手間がかかりました。最初は、各要素をすべて入力し基本設計データ
の作成は簡単に完了したと思われましたが、道路センターと計画高の位置が同じでなければ計算処理
できないと分かり最初からやり直しとなりました。今度は、計画高位置から道路センターまでの幅を
計算し入力しようとしましたが、道路センターまでの距離が測点毎に違うため、微妙に計算が合わず
ソフト開発会社に何度か指導を受けた結果、縦断図を無視して10m毎に道路センターでの計画高を
計算し手動入力することになりました。入力は手計算で行った為、何のための情報化施工か分からな
くなったときもありましたが、基本設計データが出来上がり３Ｄﾋﾞｭｰで、現場の形状を確認したとき
の達成感は格別なものでした。

ＴＳ出来形管理での最も重要で労力が掛かるのは基本設計データ作成であり、基本設計データさえ

確実に仕上がっていれば、現場管理は簡素化になると思われます。

・今回の現場は、下記横断図の通り道路センタｰ、暫定センター 、FH計画高の位置が同点でなく
基本設計データ作成は非常に手間がかかりました。最初は、各要素をすべて入力し基本設計データ
の作成は簡単に完了したと思われましたが、道路センターと計画高の位置が同じでなければ計算処理
できないと分かり最初からやり直しとなりました。今度は、計画高位置から道路センターまでの幅を
計算し入力しようとしましたが、道路センターまでの距離が測点毎に違うため、微妙に計算が合わず
ソフト開発会社に何度か指導を受けた結果、縦断図を無視して10m毎に道路センターでの計画高を
計算し手動入力することになりました。入力は手計算で行った為、何のための情報化施工か分からな
くなったときもありましたが、基本設計データが出来上がり３Ｄﾋﾞｭｰで、現場の形状を確認したとき
の達成感は格別なものでした。

ＴＳ出来形管理での最も重要で労力が掛かるのは基本設計データ作成であり、基本設計データさえ

確実に仕上がっていれば、現場管理は簡素化になると思われます。

完成形計画高 完成形計画高

ＴＳ出来形管理実施工種

暫定センター
道路 センタ ー

中央分離帯

幅は測点毎に変化する。

道路センターからの距離は測点毎に違う 。

　中間層（再生粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物）　　ｔ＝　5cm

　基　層（再生粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物）　　ｔ＝　5cm

　表　層（ﾎﾟｰﾗｽｱｽﾌｧﾙﾄ混合物）　　　　ｔ＝　5cm

　上層路盤①（瀝青安定処理）　　　　　ｔ＝　8cm

　上層路盤②（粒調砕石M-30）　　　　　ｔ＝10cm

　下層路盤（再生クラッシャーランRC-40）ｔ＝15cm

本線舗装：排水性舗装（完成形）

Ｄ交通　ＣＢＲ２０％

③次施工中心線
（上り線）

改 築・上り線

（暫定車線・幅員構成）

改築・下り線
（暫定車線・幅員 構成）

６５００

８０００

１５００

１７５０

３５００ ３５００３５００

１０５００ １０００１７５０

８１
３５００

完成時幅員構成　３６３２０

１０５００

３５００ ３５００

５００ ５００

２７３９

７３９１０００

＋５．５０

１．０００％
３．５３２％

５００ １０００
５００

３２５０ ３２５０

交通切り回し８５００ １１４８

３２５０ ３２５０

交通切り回し１０５００

５００ ５００１５００１５００ ２８４１

③次施工７０９１

３２５０ １０００

管理用歩道：一般舗装

ＦＨ＝

ＮＯ．８５
ＧＨ＝　４．７０

％

Ａ Ｓ

２．２０％２．０％３．５３２

管渠型側溝
４００型

路床 土　ＣＢＲ≧２０　ｔ＝１００ｃｍ

表　層（再生密粒度ｱｽﾌｧ ﾙﾄ混合物）　ｔ＝　4cm

路盤工（再生クラッシャーランRC-4 0）ｔ ＝10 cm



ＴＳ出来形管理の今後についてＴＳ出来形管理の今後についてＴＳ出来形管理の今後について

・ 今回当現場費用のうち労務費は、ほとんどが基本設計データ作成費用なので

今後慣れていけば費用がかなり減少すると思われますが、本格運用となって現場が増えれば

データコレクターは現場毎に1台必要となってきますので、購入費用が掛かり業者負担が増える

恐れがあります。この為、最も費用が掛かる基本設計データ作成費用の発注者による負担や、

各メーカーにおいてはデータコレクターのリース検討が必要であると思われます。

又、基本設計データの作成は、受注後の設計図面と現地との差異が生じる場合等を考慮し基本的

には、受注業者が中心となって作成したほうが良いと思われます。

最後に、今回ＴＳ出来形管理を実施しての感想は、まず精度の高い発注図面があり、基本設計

データさえ確実に作成できれば、丁張設置や現場管理の精度が向上し、作業も大変楽になると

いう事です。

しかし、基本設計データ作成は非常に難しいので覚えるまでに何度か現場を経験しなければなり

ませんが、2013年の本格運用までには、一人で基本設計データが作成できるよう努力して行き

たいと思います。

・ 今回当現場費用のうち労務費は、ほとんどが基本設計データ作成費用なので

今後慣れていけば費用がかなり減少すると思われますが、本格運用となって現場が増えれば

データコレクターは現場毎に1台必要となってきますので、購入費用が掛かり業者負担が増える

恐れがあります。この為、最も費用が掛かる基本設計データ作成費用の発注者による負担や、

各メーカーにおいてはデータコレクターのリース検討が必要であると思われます。

又、基本設計データの作成は、受注後の設計図面と現地との差異が生じる場合等を考慮し基本的

には、受注業者が中心となって作成したほうが良いと思われます。

最後に、今回ＴＳ出来形管理を実施しての感想は、まず精度の高い発注図面があり、基本設計

データさえ確実に作成できれば、丁張設置や現場管理の精度が向上し、作業も大変楽になると

いう事です。

しかし、基本設計データ作成は非常に難しいので覚えるまでに何度か現場を経験しなければなり

ませんが、2013年の本格運用までには、一人で基本設計データが作成できるよう努力して行き

たいと思います。


